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10年一昔と言いますが、今、もっと早い速度で時代が
移り変わっていると感じます。本学も古い伝統を残し
つつも移り変わる時代に遅れることなく先を見越し
ていく必要があります。共創工学部という新しい工学
を目指す学部がいよいよ発足します。
　これまでの工学では最先端の技術開発により社会
を豊かにすることを主眼としてきました。しかし時代
は変わります。共創工学部は、多様性を認識し、新し
い文化を創出するといった新しい価値観を重視し、実
現化するために工学と人文学・社会科学を協働させ
る必要があると考えました。その鍵となるのがデータ
サイエンスです。
　現代社会ではあらゆる事象がデータ化されつつあ
ります。その波は様々な分野に変革を起こしつつあ
ります。人文学・社会科学ではデータを駆使した分析
は当たり前のものとなり、工学では数値データだけ
でなく、社会にあふれるデータをどう活用するかが研
究の成否を握る鍵となってきました。共創工学部で

はこのような時代の流れを受け、工学に、社会のニー
ズをくみ取り多様な人々と知見をシェアする人文学・
社会科学的な知を活かすことで社会に役立つテクノ
ロジーを生み出すことを目指します。また人文学・社
会科学に、アイデアを具現化し設計する工学的な知
を活かすことで、新しい芸術や文学を生み出すことを
目指します。
　従って共創工学部では、理系や文系を問わず社会
を広い視野で見ることのできる人材やアイデアを具
現化することに強い関心を持つ人材を求めます。幅
広い視点を持ちながら真の意味で社会に役立つ技術
や文化を生み出す、そのような意志を持つ方は是非、
共創工学部で能力を磨いて、次の時代を創出してい
ただきたいと考えています。

㣐戣꧇㻂
共創工学部長

文椚ך濼䜋׾⢘ׇגծ
傀㶷ך劢勻⫷׾㝢׶剏ִ׷イكظーّءン׾目䭷ׅկ

工学בך׮כ ծָׅת׸׻鎉הֻ׶

䗳׮׃׆目ח鋅ִծ䩛ד鍗ָֽ׌ך׮׷׸׵׸㼎韋׿ׇת׶֮כדկ

人ղָ⣣⦼׾䠬ׄ׷׸׵չز؝պ׾創׮הֿׅ⳿׶ꅾ銲ז㼎韋ׅדկ

データサイエンスװデؠイン䙼罋׾崞用ג׃ծ劢勻ך橆㞮ծ爡⠓ծ文⻉׾創׷կ

圫ղז㘼呎׾馉ִծ㢳圫ז人ղ׾䋆ֹ鴥׵ָז׫倜ז׋䠐㄂װ⣣⦼׾創鸡ְֻג׃կ

ծֿכ劢勻׷׸ׁ⳿׫欰ג׃ֲ׉ կׅד暟铂ְ׃倜ֻ׋׏ת麩ֲծכה⫸劢勻׋ְג׸׵罋ִדת׸

共創工学鿇כծ文系ה椚系ך学׾ן共ח崞ַׅ共創腉⸂׾균ְծ

㣐㽷錁׾䭯׵ָז׍文椚ך濼䜋׾⢘ׇג倜ְ׃䪮遭װ文⻉׾創׾הֿׅ⳿׶目䭷ׅծ

կׅד工学鿇ךزفإン؝ְזחדת׸ֿ

SEE THE

BIG PICTURE
铩ַָ䲽ְ׋〢ְ劢勻׾㝢׶剏ִגծ
铩׮䟝⫷׋׏ַז׃ծ倜ְ׃暟铂׾կ
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爡⠓ךה㼎鑧ג׏״ח兛⿹ׇׁ׷⸂
㼎鑧⸂

発䟝⸂

発鋅⸂

デؠイン⸂
㼔Ꟍ濼

共創腉⸂׾熊ֻծ学鿇杝荈ך共通科目
共創工学部では、人間環境工学科、文化情報工学科それぞれの専門科目に加え、共創工学部独自の共通科
目が設けられています。2つの学科の学生が同じ場に集い、工学と人文学・社会科学の知を協働させることで、
5つの力を磨くと共に、共創能力の基盤を1年次からステップアップで身につけることができます。

デؠイン䙼罋ٌؙحآٗהデٕ
大きく社会を変えるには、漸進的なイノベーションに代わってデザイン思考と呼ばれる思考法が求められます。さらに共創工学部
では、ロジックモデルによって目的を達成するまでの論理的な因果関係を考察し、アウトプット（成果物）とアウトカム（価値や変
化）を分けて思考する力を身につけることを重視したカリキュラムを構築しています。

共創インターンفحء I, II
インターンシップは、主に夏期休業期間において集中的に80時間以上（2週間程度）の期間での実施を予定。自身の長所を発見
しつつ、社会での職務実践を通じて、専門知を活かすための発見力、発想力、デザイン力、対話力を磨き、社会で知識を活用する
ための経験を積むことができます。

共創デؠインPBLLIDEE怴统
異なる学年の学生が混じり合ってグループワークを行うほか、企業や各方面の専門家らを招いてともに課題を設定。それぞれの
企業メンバーもディスカッションチームに参加し、専門家レクチャー、アイデア発想、現地見学などを行います。

共創ىؚٓٗفンؚ
データサイエンスやAI、IoT、スマートフォンアプリ制作など、幅広い分野の標準言語であるPython。いま、このスキルをもつ人
材が学術の世界のみならず社会の様々な分野において求められています。本科目ではPythonの基本構文を理解し、演習を通じ
て実践的なプログラミング能力を身につけます。

共創׾㹋植ׅךא5׷⸂
これまでの多くの工学は、分野ごとに最先端の技術を極めることで豊かな生活の実現に寄与してきました。一
方でこれからは、生活者の多様性を考慮し、社会の持続性を実現することが求められます。そのためには専
門的な知識（専門知）に加え、次の4つの能力が重要だと考えます。

文椚ך㘼呎׾馄ִ׋ծ
㢳圫ז学׾ן佄ִהيؚٓٗف׷㣐学堣腉
♧人ך׶המ⦐䚍׾㣐ⴖ׷ׅחծ㼰人侧侄肪
お茶の水女子大学の教育の最大の特長が、少人数制による高度な教育課程です。学生と教
員の距離が近く、一人ひとりの学生としっかり向き合える徹底した少人数制教育で、それぞ
れの目指す目標を支えていきます。

걄㚖埆倖㘗ך学׾ן䕎䧭ׅ׷ծ醱侧يؚٓٗف鼅䫛㾶⥜ⵖ䏝
お茶の水女子大学の独創的なプログラムのひとつに「複数プログラム選択履修制度」があ
ります。これは所属する学科が提供する主プログラムに、各自の目的に合わせて複数のプ
ログラムを組み合わせて学ぶもので、専門領域をさらに深化して学ぶことも、領域を横断し
て学際的領域へ踏み込むことも可能な教育システムです。

文系椚系׾㉏ְז׻データサイエンス侄肪
本学では2019年度より、文系学生を含む全学部の1,2年生を主たる対象として「文理融合
データサイエンス」を開講しています。共創工学部では、これを一層深く理解し、より専門的
な技能を身につけることができるほか、人文・社会科学の知と併せ、データサイエンスのさ
らなる活用を学ぶことができます。

،ンشٖفٖزー怴统Ⰻ学共通科目
全学共通科目としてアントレプレナー演習（DX演習（製造業編）、DX演習（ドローン編）、DX
演習（PoC編））を設置。これらの演習を通じて、それぞれの関心や専門に応じた社会実装
と起業の力を後押しします。

爡⠓涸ז铬겗׾発鋅ׅ׷⸂

鍑寸瘻׾罋周ׅ׷⸂

鍑寸瘻׾Ⱗ植⻉ׅ׷⸂
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社会の変革期にある今日、多様性を包摂し、持続可能であ
るだけでなく、豊かな文化に囲まれた社会生活の実現が求
められています。文化を取り巻く現状から生まれるニーズや
課題に対応できる人、新しい文化や価値を創り出すことがで
きる人、そうした文化のこれからにかかわって活躍できる人
を育てたいと考えています。

そのための新しい学びの分野が「文化情報工学」です。文化
情報工学は、人文学とデータサイエンスと工学の３つの学
問領域がクロスオーバーします。人文学の対象にデータサ
イエンスの手法を用いてアプローチする人文情報学（デジタ
ル・ヒューマニティーズ）と、AIや IoT、データベースなどの
情報工学の様々な手法や技術とが、デザイン思考を通じて
協働し、社会の様々な人との対話や共創も意識しながら学
習と研究に取り組みます。

文化情報工学科での学びを通じて、「個の尊重」「多様性の
包摂」を踏まえながら「豊かな文化」へと結びつく価値を創
造する実践的な能力を磨くことができるでしょう。文系・理
系の区別は問いません。新たな文化や価値を創造し、豊か
な文化を有する社会の実現のために活躍したいと考える人
を求めます。

わたしたちは、いま環境問題の顕在化や、急激な少子高齢
化、価値観の多様化が進むなど、社会の変革期にあること
は間違いありません。このような中で、環境や社会の未来
を、自分たちの手で創造するための媒介となる工学の知識
をもった専門人材を育成したいと考えています。

そのために、人と人を取り巻く環境に関する新しい３つの領
域にフォーカスして、工学と社会科学を共創させた専門知を
学びます。人間や生活など人の活動そのものを直接的に工
学技術による支援対象とする「人間領域」、その人間が活動
する場としての生活・建築・都市環境を具体的に創造し評価
する「環境領域」、これら２領域を繋いで新しい機能や素材
について技術で支援する「マテリアル領域」です。

専門知識をつかって、一緒に発想力を鍛え新しい意味や価
値を創造しましょう。それを実社会に実装・普及していくた
めには、情熱と、多様な人々と協働することが必要となるで
しょう。人間環境工学科では、大学の内部・外部の多くの専
門家とともに、人々と共創する能力を養います。これによって、
イノベーションを生み出し、持続可能な社会を追求します。
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莆㄂װ毟㉏ծ爡⠓铬겗ַ׵ծ荈ⴓذְ׃׵ー׾و鋅4׷ֽא䎃꟦կ
共創工学部の2つの学科では、社会課題を解決するための社会イノベーションや、社会を変える文化の創造に資する文化イノ
ベーションを目指しています。技術の素をつくるシーズ型の工学ではなく、素材やデータから何が生み出せるかを考えるニー
ズ型の工学。ここには人の数だけテーマがあります。あなたはどんなテーマを見つけますか？

人װ䪮遭ך共創ָ肪׬ծ創発涸ז
䒉眠٥鿪䋐橆㞮ג׃ׂ׭׾
私たちの暮らす世界は、人と生態系、建築・都
市空間から地球環境に至るまで、区切ることの
できない連続した空間として存在します。これら
空間の複雑性と多様性を分析し、技術や理論
を横断して新たな未来を創造する幅広い視座
から、建築・都市環境の豊かな可能性の展開に
挑戦する研究や提案を行います。（長澤夏子・
藤山真美子）

〷俱ךפ倜ٗف،ז׋ーדثծ
娖〷ה劢勻ּזא׾
日本古代の天皇を中心とした政治や社会のしく
みの解明に取り組んでいます。歴史学では、残
された過去の記録（=史料）を客観的に分析す
ることで、当該期の歴史像を構築しますが、近
年は史料のデジタル化が進み、これまでとは異
なる長期的・網羅的分析が可能となってきまし
た。また、史料には、文系・理系問わず、過去の
人間の活動データが残されるため、言語、地理、
建築、医療、自然災害など、様々な分野との連
携が可能です。（遠藤みどり）

サスזٕـش؍ذ爡⠓ךד⨳䏿涸ז
ٓイؿスタイٕ׾㹋植ׅכח׷
人の健康にフォーカスした研究はサスティナブ
ルな社会の源ですが、多様なアプローチがあり
ます。例えば、センシング技術でスポーツや健康
的な生活をサポートするデバイスを創造したり、
身体と親和性の高い新しい生体材料の開発も
期待されています。多様な人が暮らしやすい環
境も必要です。人間と環境の両方の視点から、
世界の仲間と共に学際的な方法で問題に取り
組みます。（トリペッテ・ジュリアン）

װزծ،ー׃鍑匿׾䠬鋙װֹ⹛
エンタذイًンךز〳腉䚍׾䭁׷־
身体表現、音楽、映像などのアート・エンタテイ
ンメントの分析・創作の支援や、効率的な表現
技術の習得を目指すシステムや手法の開発に
取り組んでいます。人文学の視点を取り入れる
ことで、アートやエンタテインメントの背後にあ
る人間心理や社会要素を反映したシステムの
開発が期待できます。また、動きや感覚をデー
タとして捉え、解析していくことで、文学、歴史、
哲学といった領域への新たな洞察を提供する
可能性も考えられます。（土田修平）
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人ך凃׵ַ׃׵ծٔذو، ٥ٕ橆㞮׾דתデؠインׅ׷
これまで、工学・自然科学は高度な社会基盤の形成に貢献してきました。人間環境工学科では、さらにそ
こで暮らす様々な人々や社会にフォーカス。人間中心の工学技術を推進し、安全や安心、快適性向上な
どに活かします。
ここでは、デザイン思考、設計技術、データサイエンスなどの学びを通して、社会との対話、様々な分野と
の共創、成果を社会に還元する技術を身につけます。さらにワークショップやインターンシップといった実
践的な演習で、コミュニケーションや社会実装について理解します。自らの興味関心に基づいて課題を発
見し、「多様性の包摂」から新しいイノベーションを推進する能力を磨きます。

人꟦橆㞮工学科
Human-Centered Engineering

工学ך基礎科目　工学へ応用するしくみのもとになる数学、物理、化学など自然
科学の基礎知識を深める。データサイエンス（基礎）では、人文・社会分野のデー
タを用いて統計的なものの見方や考え方を理解し、データ分析の実践力を身につ
ける。

LIDEE怴统 Iֶן״ II　企業や専門家を招き、異なる様々な課題・テーマを取り上
げ学生と専門家と共に取り組む。Iでは基本的な発想や共創を学び、IIでは実行
力とリーダーシップ・スキルを実践的に習得する。

䒉眠ꟼ鸬科目ծ鏣鎘醡㔳怴统　建築に関する専門科目で、一級建築士・二級建
築士・木造建築士の受験資格が得られる。設計製図や計画法に加え、美しさや機
能、ユニバーサルデザインなど社会との関連の視点も取り入れる。

人꟦걄㚖
人間の活動そのものを直接的に工学技術による支援
対象とし、人間工学、健康科学、生体医工学、生物学、
人体と自然人類学などに広がります。

걄㚖ٕ،ٔذو
工学設計を材料の面から支援強化する領域で、生活
にかかわる機能性繊維材料や、人に触れる医薬にも
利用されるバイオマテリアルなどが対象です。

橆㞮걄㚖
インテリア、住宅、建築の計画と設計、建物の歴史と保
存、都市気候、都市デザイン、エネルギーとグリーンイ
ンフラ、水環境や資源循環などを扱います。

人間環境工学科では、社会科学を用いて持続的・包摂的な社会の在り方からスタートし、上記の互いに関連しあう工学諸分
野を協働し、データに基づくデータサイエンス、デザイン思考、設計や生産を行い、「共創」して社会課題の解決につなげる力
を養います。

人間環境工学は、「人間領域」「マテリアル領域」「環境領域」の3つの工学専門領域で構成されています。

共創工学応用科目

＊環境工学実験実習　＊人間工学実験実習　＊生活工学実験実習　デザインPBL　環境共生PBL　人間健康PBL　生活材料PBL ＊共創輪講　＊卒業研究

人꟦걄㚖 걄㚖ٕ،ٔذو 橆㞮걄㚖

センサーと人間工学　システム工学　
生体計測制御工学　生体電気電子工学　
生体材料学　第四紀学　身体形質と文化

生活材料物性　サスティナブル環境論　
建築材料学　建築設備学　生産とデザイン　
材料とデザイン　水環境工学　高分子化学　
機器分析演習

ս䒉眠վ建築意匠論　西洋建築史　
日本建築史　建築構法計画　応用建築構造　
基礎構造力学　
ս鿪䋐վ都市デザイン　建築環境工学　
建築法規

工学系 共創系

＊基礎化学　工学基礎物理学　＊工学基礎数学　工学基礎解析学　
有機化学　設計製図基礎演習　住居学概論　＊データサイエンス（基礎）　
建築一般構造　＊材料基礎実験　人体計測学演習 I, II　生物化学　
環境衛生学　建築環境計画論　物理化学　統計学演習

データ計測処理演習　設計製造演習　設計製図演習 I, II, III BIM演習　
＊環境心理と調査法　材料設計演習　社会共創マネジメントPBL
応用データ解析　機械学習　デジタルファブリケーション演習　
データマイニング

共創工学共通科目

＊共創工学総論　共創プログラミング　共創デザインPBL（LIDEE演習）I, II ＊デザイン思考とロジックモデル　共創工学特別講義　知的財産論　
技術と倫理　共創工学フィールドワーク　共創インターンシップ I, II（建築）　＊卒業研究演習

※  副・学際プログラムとして文化情報工学学際プログラム（共創工学部が開設）、情報科学
副プログラム、生命情報学学際プログラム（理学部が開設）、消費者学学際プログラム（生
活科学部が開設）を選択することも可能です。

＊は必修科目

BIM怴统　現実都市の情報をもとに、仮想世界で様々なシミュレーションができ
たらどうなるか? 最新のドローンが都市や住まいの中を飛べるようになったら? 
など、建物や都市環境のデジタルトランスフォーメーション（DX）を加速させる技
術について知る。

橆㞮工学㹋꿀㹋统٥人꟦工学㹋꿀㹋统٥欰崞工学㹋꿀㹋统　環境工学、建築学、
人間工学、人類学、生活工学など多岐にわたる実験・実習に取り組み、人間環境
工学の基礎から応用までを習得する。

デؠインPBL٥橆㞮共欰PBL٥人꟦⨳䏿PBL٥欰崞勞俱PBL　それぞれのテーマ
で進行している研究プロジェクトに参加し、関連研究の調査、実地の調査の計画
をたて、調査研究を実施するなかで、実践的に研究の手法について学ぶ。

科目稱➜

共創工学共通科目

共創工学応用科目

걄㚖ٕ،ٔذو

工学系 共創系

人꟦걄㚖 橆㞮걄㚖

応用科目

発展科目

基礎科目

共通科目

يُٓؗٔؕ
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文⻉情報工学科
Humanities Data Engineering

يُٓؗٔؕ

文⻉情報工学筨锷　文化情報工学の入門として学科の全教員がオムニバスで担
当する科目。人文学とデータサイエンス、工学知が協働する文化情報工学の目指
すところや方法、研究例について学ぶ。

人文情報学科目　人文学とデータサイエンスが協働する学問分野である人文情
報学の動向について、歴史、地理、言語、伝統芸能、思想、芸術の各分野における
トピックを取り上げて説明するとともに、分析に用いられる手法について学ぶ。

データوイصンؚ怴统　人文・社会分野のデータを用いてデータマイニングを行
う。データの取得・加工・分析・結果の解釈という一連のプロセスを実践的に学習
し、卒業研究の取り組みにつなげる。

本学の特色である複数プログラム選択履修制度において他学科・他学部の副・学
際プログラムを選択して履修すれば、情報工学以外の工学分野や情報科学、人文
学の専門知を高めることも可能です。

ⶰ٥学ꥷךيؚٓٗف⢽
人間環境工学学際プログラム、情報科学副プログラム、哲学・倫理学・美術史副
プログラム、比較歴史学副プログラム、地理環境学副プログラム、日本語・日本文
学副プログラム、英語圏言語文化副プログラム、中国語圏言語文化副プログラム、
仏語圏言語文化副プログラム、日本語教育副プログラム、教育科学・子ども学学
際プログラム、社会学副プログラム、舞踊教育学副プログラム、音楽表現副プログ
ラム、グローバル文化学学際プログラム、生活文化学副プログラム

科目稱➜ 鼅䫛׷ֹדⶰ٥学ꥷيؚٓٗف

人文学׾データサイエンスה工学䪮遭ד铣׫鍑ֹծ
倜ְ׃文⻉׾創鸡ׅ׷
文化情報工学は、従来の工学が大量生産体制を支える技術体系だったのに対して、古今東西の文化の伝統
保存・再創造、知的財産、ローカルな価値など、固有のもの、代替不能のものを扱う新しい学びの分野です。
多様性を包摂し、持続可能であるだけでなく、豊かな文化に囲まれた社会生活を実現する。その目的の
ために、人文学の対象をデータサイエンスの手法を用いて解析する人文情報学（デジタル・ヒューマニティ
―ズ）と、情報工学の様々な手法や技術（応用数理、データベース、AIなど）を活用しながら、「個の尊重」
「多様性の包摂」を踏まえた「豊かな文化」へと結びつく価値を創造する能力を磨きます。

人文情報学
人間の文化と社会に関する知識や考え方（人文学）を
学び、歴史、地理、思想、言語、文学、芸術などの諸分
野の多様な資料を、デジタル技術によって収集・加工
し、データサイエンスの手法を応用して多角的に解析
します。

情報工学
人文学の資料やデータを可視化・実装したり、新たな
作品・表現を作り出すために、データ工学、統計学、コ
ンピュータ工学、応用数理、プログラミングなどを学び
ます。

文化情報工学科では、人文学の資料・データの具体的な研究・応用の事例やデータの処理方法などについて学修。卒業研究
では、人文学と工学を結びつけた作品（モノやコト）の作成を通じて、専門知に基づく実践力を養います。

文化情報工学は、人文学とデータサイエンス、工学の３つの学問領域を基礎として、それらを協働させ、発展させることで、
人文知と工学知の二つの専門知を深めます。

データサイエンス
現実世界の人・モノ・事象に対し、「どのようにして」デ
ータを収集・整理・貯蔵するか、また、「どのような」モ
デルがデータに適合するかを、統計分析、機械学習、デ
ータマイニングなどを通して学びます。

共創工学共通科目

共創工学応用科目

データサイエンス

人文情報学 情報工学

人文学系 情報工学系

応用科目

発展科目

基礎科目

共通科目

共創工学応用科目

＊データマイニング演習　文化情報学研究　テキストアナリティクス研究　データベース研究　文化情報デザイン研究　文化情報CGV研究　
文化情報統計数理研究　＊卒業研究

人文情報学 情報工学

歴史情報学　歴史情報学演習　地理情報学　地理情報学演習　
言語情報学　言語情報学演習　文化情報学　文化情報学演習　
思想情報学　思想情報学演習　芸術情報学　芸術情報学演習

データ解析序論　統計学演習　センサーと人間工学　
応用統計学演習　コンピュータビジョン　コンピュータグラフィックス　
ヒューマンインターフェイス　文化情報デザイン演習　
データベース設計演習

人文学系 データサイエンス 情報工学系

哲学基礎論　倫理学基礎論　美術史基礎論　
日本史概説　アジア史概説　西洋史概説　
自然と人間　人間と空間　日本文学概説　
日本語学通論　中国現代文学史　
中国古典文学史（宋～清）　
英語圏言語文化入門（1）（2）　
言語学入門 I（1）（2）, II
ヨーロッパ言語文化論 I, II
日本語教育学概論 I　人間と発達　
社会学総論　子ども学総論　舞踊学概論　
音楽学概論　グローバル文化学総論

＊データサイエンス（基礎）　
＊データサイエンス（中級）　
＊データサイエンス（上級）　
＊機械学習　
＊データマイニング

＊文化情報工学基礎演習　工学基礎数学　
工学基礎解析学　設計製図基礎演習　
＊インターネット工学　
コンピュータシステム序論　
データ構造とアルゴリズム　数理基礎論　
確率序論　コンピュータアーキテクチャI, II
コンピュータネットワーク I　マルチメディア　
＊文化情報デザイン工学　＊データベース工学　
情報と職業　情報倫理

文⻉情報工学筨锷

共創工学共通科目

＊共創工学総論　共創プログラミング　共創デザインPBL（LIDEE演習）I, II ＊デザイン思考とロジックモデル　共創工学特別講義　知的財産論　
技術と倫理　共創工学フィールドワーク　共創インターンシップ I, II（建築）　＊卒業研究演習

＊は必修科目
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侄㆞稱➜ 项呓٥㽟耵٥鹌騟

㣐戣꧇㻂橆㞮遹欰工学ծ宏Ⳣ椚工学
紫外線（UV）を用いた水の消毒技術の開発や途上国での主たる排水処
理技術であるオンサイトサニテーションの適切な適用方法の検討を進め
ています。現地の方々の意識調査も行い、ニーズに合った技術適用の方
法を考えています。

㣕歊酔屚人꟦工学ծ欰⡤⼔工学
人間工学・医用工学という新しい学問分野が専門。先端科学技術を福
祉や医療・健康分野へ応用することで、医療や福祉の現場、さらには、家
庭で役立つ機器やシステムの開発を進めています。

㼭〡姻人ًثٕوデ؍،ծ情報ٙزحطーؙ
インターネットを中心とする大規模ネットワークの仕組み、やり取りされ
るデータの扱い方、これに伴うセキュリティやプライバシーの問題などに
取り組んでいます。

鵚谏䜋荈搫人겲ծ文⻉頿科学
ヒトが地球上においてどのような存在となっているかを正しく理解するこ
とで、私たちの未来のあり方について考える知力を養う教育研究を目指
しています。

ꞿ愮㢙㶨䒉眠鎘歗ծ䒉眠橆㞮٥鏣⪒
建築をつかう人にとって良いかを評価する研究を行っています。多様性
や人の健康をテーマに、建築を使う様々な人と共創によって、研究成果
を実際のインテリアや建築に取り入れます。

⯋䀤展⛉䒉眠鏣鎘ծ䒉眠〷٥䠐⻟
社会や文化的側面を含む私たちの生活環境と建築意匠との関連を分析
し、デザインの意味や可能性を探っています。建築史研究もふまえ、具体
的なデザインの実践を目指しています。

歋葺価欰ㄏ情報学ծ欰暟暟椚学
生物は激動の地球史を生き延びてきました。情報科学の力を使って様々
な生物のゲノム情報を読み解き、人類が直面している問題を解決するた
めのヒントを得る研究を目指しています。

猧⯋文勞俱鏣鎘ծٔذوزؿا،ٕ
バイオテクノロジー・エネルギー関連分野で真に活用できる機能性ソフ
トマテリアルの開発を目標としています。ハイドロゲルや高分子表面／
界面に関する基礎研究と異分野融合の観点を大切にしながら研究を行
います。

屎さ薉䗗䒉眠橆㞮ծ鿪䋐孡⦪
熱・気流の観測やシミュレーションに基づく実態把握、熱環境設計のた
めのシミュレーション手法の開発を行いながら、地域の気象条件に適応
した都市や建築の設計に生かしていくことを目指しています。

Tripette Julien欰⡤工学ծ⨳䏿科学
持続可能な社会と健康的なライフスタイルを促進するために、人間の身
体的行動の理解を深め、活動的なライフスタイルの取り入れを支援する
新しいハードウェアとソフトウェアのサポートツールを設計します。

谏㿊溪繟㶨デؠイン工学ծ䒉眠学
どのように都市・建築空間が形づくられ、私たちの日常生活や感覚に影
響を及ぼしているのか。工学的理論と芸術的感性を複合した視点から、
研究やデザイン提案を行います。

ꨍ㹧佴㶨欰崞勞俱ծ넝ⴓ㶨٥籪笝勞俱
材料を学ぶことは、製造側と消費者側双方にとって必要です。世の中の
ニーズをとらえ、私たちの生活がより快適で便利になるよう、材料の観
点からアプローチします。

⟻谏ׁ׫ה鎉铂情報学ծ鎉铂学
言語の意味と音声の関係を研究しています。ソフトウェアを使って音声
を可視化し、イントネーションが言葉の意味をどのように変えてしまうの
かを研究しています。

⟻谏顜⛒ًثٕوデ؍،ծ؝ンُؾータّآؽン
情報可視化の研究に取り組み、幅広い分野・産業のデータを分析してい
ます。また、マルチメディアやコンピュータビジョンの諸技術を活用する
ことで、音楽や絵画の理解にも取り組んでいます。

㹧愮➋㖑椚情報学ծ人文㖑椚学
地理情報とは、地球上の諸事象について位置を示す情報とそれに関連
付けられた情報のこと。持続可能で豊かな文化に囲まれた地域をデザ
インするためのプラットフォームとして、地理情報システム（GIS）を応用
するための研究を行っています。

㙵䘝繟尩文⻉情報学ծ怴ⷚ学
文字資料のみならず、図像資料や視聴覚資料など、多様な資料を複合
的に扱うことが必要ですが、データサイエンスを用いることで、多角的な
アプローチによる演劇研究に取り組みたいと考えています。

黅谏׶ו׫娖〷情報学ծ傈劤〷学
歴史学は、残された過去の記録を客観的に分析し、当該期の歴史像を
構築する学問です。歴史資料のデジタル化や、デジタル化した史料の利
用によって、従来とは異なる新たな分析手法の確立を目指しています。

㖩歊筁껺窟鎘科学ծ情報科学ծ窟鎘暟椚学
機械学習技術が機能する仕組みや、最良の結果を得るための設計に対
する理論的裏付けは、実生活に技術を応用する上で重要です。このよう
な問題に対して数学的手法を用いて研究しています。

㕼㿊桠ؗذスؙ؍ذٔش،زスծ情報学ٗؿン؍ذ،ծ窟鎘学
多様な文学作品のテキストデータを対象に、データサイエンスの手法を
用いることで、文体の個性や特徴の出現傾向を分析。作者の識別・同定
や文献の成立過程の推定を試みる研究を行っています。

Le Hieu Hanhデータكースծデータ工学
大量のデータを蓄積し有効に活用するためのデータ管理活用に関する
研究を行っています。医療・言語・地理・文化等、多種多様な情報を対象
とし、有益な情報を創出する分析方法の研究開発に取り組んでいます。

㕼歊⥜䎂人꟦情報学ծءスيذデؠインծُؼ ーوンインタؑؿ ース٥インタٓ ءؙّ ン
ヒトやモノがもつ多彩な動きと工学の技術を組み合わせて、未知の表現
世界を探求しています。動きや感覚を情報として扱い、最新の情報処理
技術を駆使して社会に新たな価値を提供していきたいと考えています。

⡟谏剣椚䙼䟝情報学ծ钠濼科学
人工知能や認知科学を使って哲学に通ずる問題を解いていく研究に取
り組んでいます。特に論理にかかわるもの（例えば、否定 “not”）を得意
としていますが、意図や美的価値にかかわるものも扱っていきます。

人꟦橆㞮工学科 《䖤׷ֹד项呓
人꟦橆㞮工学科խ一級建築士受験資格／二級建築士受験資格／木造建築士受験資格／学芸員／社会調査士
文⻉情報工学科խ学芸員／地域調査士／GIS学術士／社会調査士

文⻉情報工学科

䟝㹀ׁ׷׸鹌騟
⟰噟（開発・研究職、企画職、情報通信コンサルティング、建設、化学工業、電気機械、インフラ、運輸、不動産、金融・保険、
流通・サービス、新聞・放送・出版、教育・文化、製造など）、㸼Ⱅ䎟、㣐学ꤍ

学顤情報
入学料  282,000円（予定額）

授業料 半期分267,900円（年額535,800円）（予定額）
※入学時および在学中に授業料の改訂が行われた場合は、改訂時から新しい授業料が適用されます。

ֶ蘠ך宏㥍㶨㣐学مーليーآⰅ鑐情報
https://www.ao.ocha.ac.jp/index.html

共創工学鿇ַ׵鹌学ָ䟝㹀ׁ׷׸㣐学ꤍ㼔余铬玎
※人間環境工学科を卒業する際に学士（工学）が授与されます。文化情報工学科を卒業する際に学士（文化情報工学）が授与されます。

Ⰵ学鑐꿀情報
選抜方法には、一般選抜、総合型選抜、学校推薦型選抜等があります。人間環境工学では自然科学の基礎知識を重視し、文
化情報工学科では、文系・理系の双方の志望者が、対等な条件（配点）で受験できるようにしています。詳しくはお茶の水女
子大学ホームページをご覧ください。

人꟦橆㞮工学科 26人

一般選抜（前期）  19人

一般選抜（後期）  5人

総合型選抜  2人

学校推薦型選抜 ˋ

第3年次編入学  3人

※第3年次編入学は2026年度入学より開始します。

㹀㆞

文⻉情報工学科 20人

一般選抜（前期）  14人

一般選抜（後期） ˋ

総合型選抜 若干名

学校推薦型選抜  6人

※総合型選抜の募集人員は一般選抜（前期）に含まれます。

人꟦橆㞮工学科

文⻉情報工学科

㣐学ꤍ 人꟦文⻉創䧭科学灇瑔科

共創工学㼔余⟎獥˟
比較社会文化学専攻
ジェンダー社会科学専攻

ライフサイエンス専攻
理学専攻

※ 令和8年（2026年）4月開設に向け設置構想中。
※ 設置計画は予定であり、変更が生じる可能性があります。
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